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■□■  特集★図書館情報学教育の行方  
「大学において履修すべき図書館に関する科臥案  
これからの図書館の在り方検討協力者会議の報告から－  
薬袋秀樹   
の研修の充実方策について（報告）』7）を発表した。  
同じ6月に図書館法第5条が改正され，「図書館  
に関する科目」を明確化する環境が整った。   
7月に協力者会議（第3期）が発足し，第2期の  
審議内容を整理した「大学において履修すべき図  
書館に関する科目の在り方について（これからの  
図書館の在り方検討協力者会議のこれまでの意見  
の概要・試案）」（以下，試案という）が，資料として  
提出された。   
2008年9月以降，協力者会議では関係団体に対  
するヒアリングを行って試案に対する意見を聴取  
し，それを参考に最終案をまとめ，2009年1月に  
パブリックコメントを実施した。その結果を踏ま  
はじめに  
2009年2月16日，これからの図書館の在り方検  
討協力者会議（以下，協力者会議という）（第3期）  
は，『司書資格取得のために大学において履修す  
べき図書館に関する科目の在り方について（報  
告）』1）を提出した。2008年7月の協力者会議（第3  
期）の発足までの経過については，『図書館雑誌』  
9月号で報告した2）。本稿では，昨年8月以後の  
経過と報告の基本的な考え方について報告する。  
なお，『会報』（図書館学教育部会）でも3回報告を  
行っている3）4）5）。本稿は筆者の個人的見解を含む  
ものであることをお断りしておく。  
1．これまでの経緯  
2008年7月までの経過は下記のとおりである。  
従来，図書館法第5条の規定により，司書講習の  
履修科目に基づいて大学での養成が行われてき  
た。2004年4月に，社会の変化に対応する図書館  
の在り方について検討するため，協力者会議（第  
1期）が設置され，2006年3月に『これからの図書  
館像』6）を発表した。その結果，『これからの図書  
館像』を実現するために，図書館職員の資質向上  
が必要になった。   
このため，2006年7月に協力者会議（第2期）が  
設置され，「図書館職員の養成・研修の在り方」を  
テーマに，司書の養成科目の在り方と図書館職員  
の研修の充実方策について，2008年6月まで並行  
して検討を進めた。前者の課題には「『図書館に関  
する科目』の明確化」が含まれており，司書の養  
成科目の在り方について意見の概要を取りまとめ  
た。後者については，2008年6月に『図書館職員  
出した。   えて，修正を行い，2月に報告  
2．検討方法の特徴  
今回の検討方法には次の四つの特徴がある。  
（1）前提としての『これからの図書館像』  
『これからの図書館像』は，「公立図書館の設置  
及び運営上の望ましい基準」とともに，これから  
の図書館の在り方を示す文書であり，図書館職員  
の資質の向上はあくまでこの実現のために必要に  
なる。このように，明確な図書館像を出発点とし  
ている。  
（2）養成と研修の検討   
しばしば養成と研修は切り離されがちである  
が，養成と研修を密接に関連するものとしてとら  
え，並行して検討し，続けて報告を発表している。  
両者を通じて，キャリアパスの考え方と図書館現  
職者の学習が重視されている。  
（3）ニ段階での検討   
養成科目については，最初から，設置可能な科   
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教育部会幹事会案があり，26単位を提案してい  
る。ただし，演習科目は2単位当たり半期15回30  
時間が前提である。  
4．科目・単位数の考え方   
（1）単位数に関する考え方の変化  
1996年の検討の際には，当時の履修科目の19単  
位に対し，図書館学教育部会が24単位案を提案  
し，生涯学習審議会社会教育分科審議会は，報告  
で20単位が適当であると述べた。   
今回は，協力者会議が，第2期の「試案」で，  
演習科目は2単位当たり半期15回30時間の前提  
で，28単位を提案した。他方，日本図書館協会は  
24単位を提案し，一部の大学・短大関係団体は，  
これを受けて，24単位を提案している。   
このように，1996年とは，立場が全く逆になっ  
ている。協力者会議が24単位以上を提案するに  
は，それが実現可能かどうかを検討する必要が生  
じる。これは，従来にはなかった点である。  
（2）演習科目の時間数の調査   
養成課程の実情を把握するために，演習科目の  
実際の時間数を調査・分析した。その結果，約6  
割の大学で，1単位当たり半期15匝は0時間で，約  
4割の大学で，2単位当たり半期15回30時間で行  
われていることがわかった。この1単位当たりの  
時間数が大学の学則で定められている場合，司書  
課程の都合だけでは，1単位当たりの時間数を変  
更することば難しい。   
これらの大学では，演習科目の単位数を増やす  
と，演習科目の時間数が大幅に増える。このため，  
演習科目の単位数は，やむなく従来と同一水準に  
抑え，1単位当たり半期15回30時間が望ましいこ  
とを示すことにした。このため，検討していた新  
しい演習科目は，中止するか，講義科目に変更す  
るかのどちらかを選択することになった。  
（3）開講単位・授業時間数の調査   
科目と単位数を決定するには，全国の大学・短  
大の司書課程で，どの程度の時間数増加が可能か  
を判断する必要がある。このため，全国の大学・  
短大の全司書課程の開講単位数，授業・講義時間  
数を調査し，時間数によって階層に分けて分析し  
た。その結果，20単位に近い単位数で開講してい   
目・単位数を検討するのではなく，まず必要な学  
習内容とそれに必要な科目・単位数を明らかに  
し，その後，実際に設置可能な科目・単位数を検  
討している。この方法によって，かなり自由で積  
極的な発想をすることができ，また，理想と現実  
の間にギャップがあることが明らかになった。  
（4）公共図書館関係者からの意見   
従来は，大学教員の意見が目立ったが，全国公  
共図書館協議会によって全国公共図書館の意見が  
集約され，9月の全国図書館大会の図書館学教育  
部会では多数の公共図書館職員の発言があった。  
また，ベテランの公共図書館職員3名が協力者会  
議の委員を務めている。  
3．ヒアリングと意見の概要   
（1）ヒアリングの対象   
公立図書館1館，私立大学短期大学部の司書課  
程1校，公立短期大学協会，私立大学通信教育協  
会を対象に行った。大学・短大関係団体や，日本  
図書館協会，全国公共図書館協議会などの図書館  
関係団体から意見が寄せられた。   
これらの団体は，司書資格を付与する大学と司  
書有資格者が勤務する図書館の二つの立場に分か  
れる。両者の数は異なるが，その意見は同等の意  
義を持っものと受け止めたい。なお，日本図書館  
協会には図書館学教育部会と公共図書館部会があ  
り，両者を包括した位置にあると考えられる。  
（2）科目・単位数に関する考え方   
この中で，全国公共図書館協議会の意見は重要  
である。単位数の増加には概ね賛成であるが，短  
大や就職後の取得の場合は負担が大きいように思  
われるとも述べている。また，全国図書館大会で  
は，公共図書館職員から単位数の増加に賛成する  
発言が多数見られた。   
大学・短大関係団体では，最低取得単位数の増  
加には賛成しつつも，学生や教員の負担増が予想  
されるため，日本図書館協会が提示した24単位を  
要望する意見や，4単位の増加にとどめ，単位数  
の急増は避けるべきであるという意見があった。   
日本図書館協会の意見は，「図書館特論」（2単  
位）をオプション科目とし，最大26単位とするも  
ので，実質は24単位案である。ほかに，図書館学  
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る大学・短大が予想以上に多いことがわかった。  
（4）科目案と単位数   
必要な科目の内容とこれらの事情を総合的に検  
討した結果，13科目24単位となった。ただし，そ  
の前提として，演習科目は1単位当たり半期15回  
30時間が望ましいことを明示することにした。単  
位数に関しては，将来の大学院における教育の必  
要性を考慮する意見もあった。  
5．パブリックコメント  
基本的に報告案を評価し，細部の修正を求める  
意見が多かった。それを参考に，報告書の文言や  
各科目の内容等を修正したが，報告書の骨子や科  
目名・単位数には変化はなかった。  
6．科目と内容の特徴  
全体の特徴は，制度・行政，情報技術，ネット  
ワーク情報資源，児童サービス，図書館特論の5  
点に集約される。従来の科目の不十分な点を補  
い，今後の発展に対応できるものをめぎしてい  
る。  
（1）制度・行政分野の充実   
これまで，司書が弱いと言われてきた制度・行  
政分野に関して，「図書館経営論」を「図書館制  
度・経営論」（2単位）とし，制度面を充実すると  
ともに，「生涯学習概論」を2単位とし，教育関係  
法規，教育行政・自治体行政関係を充実した。  
（2）情報技術分野の充実   
情報化の進展に対応するために，情報技術につ  
いて，「図書館情報技術論」（2単位）を新設し，必  
要に応じて演習を行いっつ，学べるようにした。  
（3）ネットワーク情報資源の重視   
従来は図書館資料として捉えていたが，ネット  
ワーク情報資源を含む図書館情報資源と捉えるこ  
ととし，「図書館情報資源概論」（2単位）に変更し  
た。  
（4）児童サービス論の充実   
子どもの読書の意義の明確化等を図り，2単位  
に充実した。  
（5）図書館特論の重視   
従来は，選択科目の最後に置かれていたが，選  
択科目の最初に置き，各大学の判断で科目を設置  
しやすいようにした。また，「図書・図書館史」を  
存続させるとともに，「図書館施設論」を設けた。  
総合演習，実習等の科目を設け，多様な形で学習  
ができるようにした。   
その他の改善点は次のとおりである。  
・各講義科目には10項目，演習科目には7項目の   
内容を示し，科目案の根拠を明示した。  
・必要に応じて，各科目の最初に理論的内容を扱   
う項目を設け，理論的な検討ができるようにし   
た。  
・実践面における司書の弱点である「情報資源に   
関する知識」や「接遇，コミュニケーション」   
に関する項目を設け，改善を図った。  
7．図書館職員養成教育の考え方  
図書館職員の養成教育に関する基本的な考え方  
は報告書の本文で論じられており，主な点とし  
て，次の5点が考えられる。  
（1）図書館職員養成の基礎   
図書館に関する科目は，あくまで養成の基礎で  
あり，入口であることを明示した。  
（2）図書館業務に必要なその他の知識   
従来，図書館に関する科目のみが論じられる傾  
向があったが，図書館業務には，大学の教育課程  
における基礎的な知識，図書館業務に関する知識  
の基礎となるさまざまな学問分野の知識，主題専  
門分野の知識，図書館に関するより専門的な知  
識・技術が必要であることを示した。  
（3）継続的な学習（生涯学習）の必要性   
司書資格を取得した後も継続的な学習が必要で  
あることを明示し，特に，図書館における研修だ  
けでなく，大学の授業を活用した具体的な学習方  
法を提案した。これによって，大学の司書課程等  
はより大きな役割を担うことになる。  
（4）教員の確保と研修，養成体制の評価   
図書館に関する領域を専門とする教員の確保と  
研修，司書養成体制の外部評価等，大学と教員の  
側の改善についても明示した。  
（5）科目の見直し   
一定期間ごとに科目の見直しが必要であること  
を明示した。   
このように，図書館職員の養成教育のあり方に   
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階」『会報』No．88，2009．2，p．4－6，  
6）これからの図書館の在り方検討協力者会議  
『これからの図書館像～地域を支える情報拠点をめざして～  
（報告）』2006，94p．  
（http：／／WWW．meXt．gO．jp／b＿menu／houdou／18／04／   
06032701．htm）  
7）これからの図書館の在り方検討協力者会議『図書館職員の   
研修の充実方策について（報告）』2008，63p．  
（http：／／WWW．meXt．gO．jp／a＿menu／Shougai／tosho／   
teigen／08073040．htm）  
（みない ひでき：これからの図書館の在り方検討協力者会議  
主査，筑波大学大学院図書館情報メディア研究科）  
［NDC9：010．77  
BSH：1．図書館員 2．図書館情報学 3．図書館怯］  
ついて，広い視点から体系的に問題を捉え，積極  
的な提言を行っている。  
おわりに  
本報告書を契機として，図書館職員の養成教育  
が改善されること，図書館職員の養成教育に関す  
る調査と議論が盛んになることを念願している。   
ご意見をお寄せいただいた関係団体・関係者の  
皆様，協力者会議の委員をはじめとするご協力い  
ただいた図書館関係者の皆様，文部科学省生涯学  
習政策局社会教育課の皆様に心からお礼申し上げ  
ます。  
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「図書館に関する科目」新旧比較表  
＜現行科目＞  ＜改正科目＞  
No．   科目名   単位数   
口  生涯学習概論   1単位  
2  図書館概論   2単位  
3  図書館経営論   1単位  
必  2単位  
修  2単位  
科  1単位  
目  
8  情報検索演習   1単位  
9  図書館資料論   2単位  
10  専門資料論   1単位  
田  資料組織概説   2単位  
12  資料組織演習   2単位   
図書及び図書館史   1単位  
選  
13  1単位  
択  
コミュニケーション論   1単位  
科  
14  1単位  
目  
図書館特論   1単位  
恥  区 分   科目名   単位数   
生涯学習概論   2単位  
2  図書館概論   2単位  
3  
4   図書館制度・経営論  2単位  
必  図書館サービス概論  2単位  
修  2単位  
ビスに閲す  
科  児童サービス論   2単位  
目   
8   情報サービス演習  2単位  
9  図書館情報資源概論  2単位  
図書館情報  
資源に閲す  
10  情報資源組織論   2単位  
情報資源組織演習  2単位   
図書館基礎時論   1単位  
図書館サービス特論  1単位  
選  
12  感奮館情報資源特論  1単位  
択  
（2科目選択）                       図書・図書館史   1単位  
科  
13  図書館施設論   1単位  
目  
図書館総合演習   1単位  
図書館実習   1単位  
（13科冒24単位）  
講義  11～9科目20～18単位300～270時間  
演習・実習 2～4科目 4～6単位 60～195時間  
（14科目20単位）  
講義 11科目16単位  240時間  
演習  3科目 4単位  60～120時間  
360～465時間   300～360時間   
数講義：1単位15時間，演習：1単位15～30時間，実習：1単位30～45時間とする。  
